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Webページ調和配色システムの試作
On a harmony color scheme system of a web page
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The color scheme design is one of the important elements to make attractive web page design. However, in
general, we need much knowledge of HTML and web design to decide the color scheme design of a web page, and
it is difficult for a novice user to create a web page reflecting one’s image. In this paper, we propose a color scheme
design support system for a web page on an exsisting web browser. Since a user can directly color a web page on a
web browser by using our system, a user can easily decide the color scheme design of a web page. Moreover, since
our system can provide a color scheme design based on the word which a user imagines, our system enables a user
to support reflection of a user’s image.

1. はじめに
現代社会において，カラーハーモニーのある景観，道具類，

包装紙，ポスター，およびプリント柄など多数の配色デザイン
を目にすることができる．このような身の回りのさまざまな
場面において，色彩による調和感を得たデザインが存在して
おり，配色の重要性は高まりつつある．また，近年，インター
ネットの普及に従って，個人によるWebページ所有が増加し，
世界に向けて情報発信，および世界からの情報取得など国境
を越えた自由なコミュニケーションが行われている．個人が所
有するWebページは個人の個性がよく反映されたものが好ま
しく，Webページにおける配色はレイアウトとともにデザイ
ンを決定づける重要な要素の一つであるといえる [1]．しかし，
Webページの配色決定には HTMLの知識およびWebデザイ
ンに関する知識が必要であり，経験または知識の少ないユー
ザにとって自分のイメージ通りにWebページを作成すること
は容易ではない．Webページ配色作業の煩雑さのためにWeb

ページ作成を断念するユーザも少なくない．
Webページ作成に関して，多機能のツールが多く存在して

いる．しかし，これらは白紙の状態から「どんな色を用いるか」
などといった決定は，ユーザ自身に委ねられている．イメージ
を具体化する場合，センスや専門知識の少ないユーザにとって
は大きな負担である．もし，システムが完成されたWebペー
ジの配色情報を抽出し，ユーザのWebページに適用すること
ができれば，Webページの配色にかかる労力は大幅に削減す
ることができる．
配色に関する研究として，服のコーディネイトに対する配色

支援を行う研究があるが [2]，ユーザとのやりとりでユーザの
好みを獲得し，個人の感性に対応させている．また，ロゴマー
ク，タイトルおよびイラストといった画像を対象として，配色
における支援手法が提案されている [6]．提案されている手法
を用いることでユーザはデータベースから得られた画像の配色
を自分の画像に反映させることが可能となる．また，個人的な
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感性の差に柔軟に対応することのできる手法が提案されている
[3][4][5]．
本研究では，Webページデザインにおけるユーザの配色決

定までにかかる負担を軽減し，容易なWebページデザインの
決定を目指す．通常，Webページの配色を行う際には，編集，
保存，および確認などといった作業を必要とする．本システム
では，既存のWebブラウザをインタフェースとして対象とな
るWebページを閲覧した状態から直接配色を変更可能にする
ことでユーザの編集作業を軽減する．また，Web上における
色の作成は，現実に色を作成する方法とは異なり，経験の少な
いユーザにとって困難である．本システムでは，デザイン経験
の少ないユーザが感覚的に理解しやすいカラーモデルを用い
ることで色の決定を容易にする．また，調和した配色をWeb

ページに適用することで，ユーザのイメージの具体化を支援
し，配色決定を促す．
本稿では，第２章で本システムの概要，本システムの構成，

および機能について述べる．第３章で調和配色の決定手法につ
いて説明する．第４章で Proxyエージェントに基づく応用例
について説明し，最後に第５章で本研究をまとめる．

2. Webブラウザを用いたWebページ調和
配色システムの試作

2.1 システムの概要
本システムは，既存のWebブラウザ上から直接Webペー

ジに配色できるシステムである．通常，ユーザがWebページ
に配色を行う際，ユーザはテキストエディタもしくはオーサリ
ングツールを用いて HTML タグ毎に配色を決定することで，
徐々にWebページ全体の配色が完成に近づく．しかし，Web

ページが複雑になるにつれ，タグの数が増加し，同じ色を使
用することも多くなり，一つずつ変更していく作業は煩雑と
なる．また，オーサリングツールのプレビュー機能を用いて
作成した場合，Webブラウザと表示が異なることがあるため，
ユーザは編集・確認といった作業をする必要がある．本システ
ムでは，ユーザが普段使用しているWebブラウザを利用する
ため，確認の手間を省くことができる．
本システムでは，HTMLタグ毎に配色するだけでなく，Web
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図 1: システムの実行例

ページ全体の配色を同時に変更可能である．本システムを用
いることにより，ユーザはWebページ全体のイメージを少な
い手順で容易に変更することが可能となる．また，既存の配色
チャート表では，いくつかのサンプル色についてのみの調和配
色を提示するが，必ずしもユーザが求める配色が載っていると
は限らない．本システムでは，ユーザの好きな色についての調
和配色をWebページの配色に適用する機能を実装した．
色を表現するカラーモデルに関しては，普段Webページの

配色には赤，緑，および青の３色の組み合わせの RGBカラー
モデルを用いる．RGBカラーモデルは３色を組み合わせて色
を表現するため，デザイン経験の少ないユーザにとって思い通
りに色を表現することは困難である．本システムでは，RGB

カラーモデルを HSV カラーモデルに変換して色を表現する．
HSVカラーモデルとは，色相，彩度，および明度の色の三属
性によって色を表現するカラーモデルである．色の三属性は人
間の色知覚に基づいて構成されているため，直感的に色彩を扱
うことが可能である．また，現代色彩調和論は色の三属性を基
にして成り立っているため，調和した配色を扱う際にも有用で
あると言える．
本システムの実行例を図 1 に示す．ユーザは，図 1 に示す

ように，本システムによってWebページに付与されたスライ
ダバーを操作することで配色を変更する．スライダバーの属性
として，色の三属性である色相，明度，および彩度を用いるこ
とでより感覚的に理解しやすく色の作成が行える．(1)の実行
画面上部にあるスライダバーのうち，明度のスライダバーを右
に移動し，Webページ全体の明度を上げると，(2)のように全
体が明るくなる．また，(2)の灰色の背景部分をクリックする
と，色情報を取得したウインドウが出現する．(3)のように出
現したスライダバーを移動することで，クリックした部分の色
だけが即座に変更可能となる．

2.2 システムの構成
配色システムの構成を図 2 に示す．配色システムは，

JavaScript および CGI スクリプトで構成されている．
JavaScript で実装された配色変更機構は，主に Web ブラウ
ザからのユーザの配色変更要求を処理する．CGIで実装され
た機構は，HTMLソースへの配色変更機能の付加，および編
集されたWebページの保存を行う．
配色変更機構は，色情報取得部．およびカラーモデル変換部

で構成される．システムは，ユーザのスライダバー操作による
配色変更要求を受け，HTMLソースから色属性の記述のある

HTMLタグを取得し，色属性を書き換えることで配色を変更
する．以下に，色情報取得部，およびカラーモデル変換部の詳
細について説明する．

•色情報取得部
色情報取得部は，HTMLタグの色情報を取得し，変更さ
れた値へと書き換えを行う．各 HTML タグ，もしくは
ユーザが選択したタグから色情報を取得し，カラーモデ
ル変換部に値を渡す．変換された値にユーザのスライダ
バー入力値を加え，再びカラーモデル変換部へと値を渡
し，各タグの色情報を書き換えてWebブラウザに反映さ
せる．色情報の記述のない HTML タグについては，色
情報の記述のあるタグまで再帰的にさかのぼることで取
得する．

•カラーモデル変換部
カラーモデル変換部では，色の表現方法であるカラーモ
デルの変換を行う．本システムでは，ユーザが容易に色
を表現できるように，HTMLソースから取得した RGB

値を HSV 値に変換したものを利用する．変換式は以下
のように求められる．

Max = max(R, G, B) (1)

Min = min(R, G, B) (2)

のとき，まず明度 (V)，および彩度 (S) が以下のように
求められる．

V = Max (3)

S =
Max−Min

Max
(4)

次に，色相 (H)が求められる．

H =

8
>><
>>:

π
3
× ( G−B

Max−Min
) (Max = R)

π
3
× (2 + B−R

Max−Min
) (Max = G)

π
3
× (4 + R−G

Max−Min
) (Max = B)

(5)

2.3 本システムの機能
本システムには，配色の方法に合わせて，全体配色同時変更

機能，選択部分変更機能，および調和配色表示機能の３つの機
能が実装されている．
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図 2: システムの構成

•全体配色同時変更機能
Webページ上部に付与されたスライダバーを移動すること

でWebページ全体の色彩，明度，および彩度を同時に変化さ
せる機能である．ユーザがスライダバーを移動すると，システ
ムはWebページの色情報をすべて取得し，取得した色情報に
スライダバー変化値を加えてWeb ページの配色を変更する．
例えば，Webページ全体の配色を明るくなどといった変更が
容易に行うことが可能である．
•選択部分変更機能
ユーザが選択した部分のみの配色を変更する．ユーザが配

色を変更したい部分を選択することで，選択部分の色情報を
取得したスライダバーがポップアップ表示される．ポップアッ
プ表示されたスライダバーを操作すると，選択した部分の配色
変更が即座に反映され，変更と同時に確認を行うことが可能と
なる．
•調和配色表示機能
ユーザが選択した部分の配色の決定を促すために，周りの

色と調和した配色を表示する．本機能では，調和のとれた配色
を 2 種類の求め方で実装した．一つ目は，実際にデザインの
世界で広く使用され，デザイン活動で重要な役割を果たしてい
る配色技法である．本システムでは，基本となる以下の２つの
技法を実装した．

1.トーン・オン・トーン
赤系統，青系統でまとめるように，同系色相でまとめる
技法．色みで統一し，トーンで変化をつける技法である．
例えば，樹木の葉に光が当たっている部分の色と影の色
の関係である．

2.トーン・イン・トーン
淡い色調，あざやかな色調でまとめるように，トーンで
統一し，色みで変化をつける技法である．各トーンがも
つ感情性のイメージ化に有効な配色である．

二つ目は，ユーザのイメージを直感的な感性語で表現し，調和
配色を求める手法である．次節で詳細について説明する．

3. イメージ語からの調和配色の決定
3.1 調和配色
調和配色とは，色彩調和のとれた配色をいう．色彩調和とは

2色以上の色を組み合わせて，色彩のバランス，美しさ，また
は心地よさを作り上げていくことである．色彩調和論を参考に
して，色相に関しての共通性，および対照性，明度と彩度に関
しての共通性，および対照性をもたせることで調和した配色を

図 3: 配色モデル

得ることができる．明度と彩度を合わせもつものをトーンとい
う．また，本稿では，ユーザのイメージする語に基づいて配色
したものについても調和配色という．イメージ語とは，色のイ
メージを系統だて，人の感性を表す語のことである．例えば，
「はなやか」「おだやか」「さわやか」などといった語である．

3.2 調和配色の判定
本節では，イメージ語からの調和配色の求め方について詳

しく説明する．本システムでは，まずユーザが配色の基準とし
たい HTMLタグ，および配色のイメージを選択する．システ
ムは，ユーザが選択した色，およびイメージから最も条件と適
合する３色の組み合わせを調和配色として提示する．
配色のイメージは，日本カラーデザイン研究所の提案するカ

ラーイメージスケール，および言語イメージスケール [7]に基
づいて，図 3に示す配色モデルを作成した．図中の (1)は，各
ノードの色を表し，H，S，Vの３つの属性を持つ．(2)はノー
ド間の関係を表す．2色間の H，S，V値の差を求めることで
関係を表す．図 3のWebページの構造 Aのように HTMLタ
グの構造が包含関係であるものは，有向グラフで表現する．構
造 B のように HTML タグの構造が同階層にあるものは無向
グラフで表現する．構造 Cのように包含関係かつ同階層であ
るものは，有向グラフおよび無向グラフを組み合わせて表現す
る．以上のようなモデルをカラーイメージスケールで定義され
ている語すべてについて作成した．システムははじめに，ユー
ザが選択した HTMLタグの色が選択したイメージの配色モデ
ルの中に存在するか判定する．存在するならば，結果をそのま
ま返す．存在しないならば，配色モデルのノード間の関係に基
づき，各ノードの色を補正してユーザに返す．

4. Proxyエージェントを用いた応用例
本システムの特長は既存のWebブラウザ上で動作する点で

ある．Webブラウザは最も広まっているWebアプリケーショ
ンであるので，Webブラウザをインタフェースとしたシステ
ムは有用であると言える．そこで，本研究室で開発されたモバ
イルエージェント構築環境であるMiLog[8]を用いた本システ
ムの応用について述べる．MiLogエージェントはWWWサー
バ機能を持っており，Webブラウザからエージェントを操作
することが可能である．本研究ではWebプロキシサーバ機能
を持ったエージェントとして Proxyエージェントを実装した．
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図 4: Proxyエージェントを用いたシステムの構成

ProxyエージェントはユーザのWebページの閲覧要求に応じ
て，WebブラウザとWWWサーバを仲介し，WWWサーバ
からHTMLソースを取得する．システムの構成を図 4に示す．

4.1 Proxyエージェントによる作成支援
通常初心者にとっては自分の思い通りのデザインのWebペー

ジを作成することは容易ではない．思い通りのデザインを実
現するためには，デザインの知識，および HTML の知識が
必要とされる．初心者にとって，白紙の状態から完成された
デザインを完成されることは難しい．既存のWebページの作
成ツールは完成されたWeb ページの作成を目的としており，
Webページのイメージができあがっていないユーザの作業に
は向いていない．
本節では，ユーザが閲覧しているWebページの色情報を取

得し，作成中のWebページへ反映させるシステムを提案する．
閲覧しているWebページの色情報を取得するために，本シス
テムをサーバ上に設置することで，同一のサーバ上に置かれて
いる HTMLファイルをWebブラウザ上から編集することが
できる．そのため，Proxyエージェントにより取得したHTML

に配色変更機構を付加して，Webブラウザに表示させること
により，色情報の変更・取得を実現する．取得した色情報をテ
ンプレートとして，作成中のWebページへと適用する．ユー
ザは既に完成されたWebページの配色を適用することができ
るため，より簡単に配色を決定することができる．

4.2 Proxyエージェントによる色彩調和判定
本システムでは，ユーザのイメージを表した感性語に基づ

く調和配色機能を実装した．調和配色機能は，イメージ語を選
択し，調和配色を得ることが可能であるが，逆の手順を踏むこ
とで，Webページの配色がどのようなイメージであるか判定
することが可能となる．Proxyエージェントによって，ユーザ
が閲覧しているWebページの色情報を取得し，取得した配色
を配色モデルに適用させ，最も適合するイメージの語をユーザ
に表示する．そのため，既に完成されたWebページ，もしく
は本システムを使用せずに作成したWebページのイメージを
判定することが可能となる．

5. まとめ
本研究では，既存のWebブラウザをインタフェースとして，

Webページの配色を作成・変更できるシステムを実装した．本
システムを用いることによって，ユーザは普段を使用している
Webブラウザ上でWebページの配色を容易に変更することが
可能である．Webページの配色が即座に反映されるため，色

の決定，HTMLファイルの編集，および再読み込みといった
ユーザの配色決定までに要する試行錯誤のプロセスの繰り返し
を軽減し，容易にWebページデザインを決定することが可能
となる．ユーザ入力にスライダバーを用いているため，細かな
色の選択が可能であり，色の移り変わりを視覚的に理解しやす
いという利点もある．また，本システムは，ユーザのイメージ
を直感的な感性語で表現し，調和配色を適用することでデザイ
ン経験の少ないユーザの配色決定を支援することが可能であ
る．今後の課題として，３色以上の組み合わせによる調和配色
の決定手法，および色の組み合わせに面積を考慮した手法の考
察が挙げられる．
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